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【【生活指導部より】    新年度スタート！！ 

次のような銀行があると考えてみましょう。その銀行は、毎朝あな

たの口座へ 86400 円振り込んでくれます。同時にその日のうちに使い

切らなかった場合、その口座の残高は毎晩ゼロになります。こんな口

座があったら皆さんならどうしますか？きっと毎日 86400 円を引き出

すことでしょう。私たちは、一人一人が同じような銀行を持っていま

す。それは、『時間』の口座です。毎朝、一人一人に 86400秒が与えら

れます。毎晩、うまく使い切らなかった時間は無くなってしまいます。

過去にさかのぼることはできません。今日という日に最大限の努力を

しましょう。1 日後、1 週間後、1 か月後、1 年後少しでも成長できる

ように、もう一度時間に対する考え方を見直していきましょう。そし

て、有意義な日々を過ごしていきましょう！！ 

 

【進路指導部より】 

・突然ですが！「自分の将来のことを考えたことがありますか？」 

「自分の将来を考える」とは、「自分は、どのように生きていくのか」

を考えるということです。それは、今だけの話ではなく、何十年も先、皆

さんが年をとり、老人になるまでのとても長い話になります。 

・皆さんは、「将来、何をしたいか決めていますか？」 

 「自分が将来、何をしたいのか」を決められない人は、「自分がどのよ

うに生きていくのか」も、なかなか決められない人ということになります。

それは、目標とすべき「将来の生き方」が分からない為に、「自分が進む

べき進路も分からない」という迷子状態になるということです。つまり、

目的地も決めずに歩き続けても、目的地には到着しないということです。 

・皆さんは、「どのように生きていきたいと思いますか？」 

「毎日、ゲームやメールをして…」、「仕事は、アルバイトで…」、「自分の

やりたいことだけ…」など、いろいろな生き方があると思います。 

でも、皆さんは、本当にそのような生き方で良いと思いますか。 

では、皆さんは、どのような生き方をすれば良いのでしょうか。 

それは、私にも分かりません。「え～っ！」という声が聞こえそうですが、

本当です。選択肢にはさまざまなものがあり、皆さんにとって、その中の

どれが「 〇 」、「 × 」、あるいは、「 △ 」なのか、その結果が出るまで

は誰にも分りません。であるからこそ、人まかせにせず、自分で考え、自

分で選択し、自分で決めなければならないのです。 

それが「自己実現の為に、主体的に進路を選択する」ということです。 

そう言われても、何もない状態から「決める！」ことは無理があります。   

そこで、身近な人からアドバイスをもらいましょう。家族、友人、知人、

または、ゲーム、本、映画、テレビドラマなどからでも構いません。その

アドバイスや情報を元に、自分で「自分の将来を決める」ことが大切です。 

「自分の将来」とは、「皆さん自身の将来」です。真剣に考えましょう。 

はたして、皆さんの目指す将来は、どのようなものになるのでしょうか。 


